
アンテナ構成部品 フィルムアンテナの構成仕  様

●アンテナ（Ｌ）1本
・アンプ利得	 ：12dB

・周波数範囲	 ：	470〜770MHz

・出力インピーダンス	：	50Ω

・貼り付け場所	 ：	フロントウインドゥ（車内側）

・質      量	 ：	約70ｇ（取付説明書以外の合計）

・電源電圧	 ：	DC8V

・消費電流	 ：	35mA

●アンテナ（Ｒ）1本
・アンプ利得	 ：12dB

・周波数範囲	 ：	470〜770MHz

・出力インピーダンス	：	50Ω

・貼り付け場所	 ：	フロントウインドゥ（車内側）

・質      量	 ：	約70g（取付説明書以外の合計）

・電源電圧	 ：	DC8V

・消費電流	 ：	35mA

●車種によって、取り付けられない場合があります。
・熱線反射ガラスや断熱ガラス、電波不透過ガラスなど電波を通さないガラスを使用した車種
の場合には、受信感度が極端に低下します。最寄りのディーラーにお問い合わせください。

●車種によっては、フロントピラーやサンバイザーを取り外すと作業が容易に行
える場合があります。なお、フロントピラーにエアバックが装着されている車両
は、フロントピラーを取り外さないでください。

●フロントウインドゥの指定位置・寸法内に貼り付けてください。
・本商品はフロントウインドゥ専用です。それ以外の場所（リアウインドゥなど）には貼
り付けないでください。

・保安基準※に適合させるために、本書の「貼付位置について」および「貼付許容範囲」を
よくご覧になり、正しく貼り付けてください。貼付許容範囲をはみ出して貼り付けた場
合、車検不適合と判断されたり、整備不良の対象となります。
※	保安基準とは、道路運送車両の保安基準第29条第4項第6号に対する、平成15年9月26日付の
運輸省（現、国土交通省）令第95号をいいます。

●アンテナを接続する機器の取付説明書も併せてご覧ください。

●イラストは、フィルムアンテナ（Ｌ）です。フィルムアンテナ（Ｒ）の形状は左右対称です。

（タグ表示がＬからＲに変わります。）

●フィルムアンテナは、透明フィルムとセパレーターの間に挟まれています。

●エレメントの銀色部が給電端子です。

透明フィルム（上側）

セパレーター（下側）

エレメント

コーティングフィルム

給電端子（銀色）

アースパターン

フィルムアンテナ

セパレーター

次のものを用意してください。
・樹脂ヘラ　 
・マスキングテープ 
・ハサミ 
・やわらかい布など

取り付けのご注意

準備するもの

①フィルムアンテナ(L) ②フィルムアンテナ(R)

④アンテナケーブル（4m）　　③アンプホルダー

⑥クリーナー ⑦取付説明書（本紙）

⑤ケーブルクランパー

構成部品
地上デジタル TV

ワンセグ対応機器用
補修用（L）

補修用（R）
地上デジタル TV

フルセグ対応機器用
（2 アンテナ）

地上デジタル TV
フルセグ対応機器用

（4 アンテナ）

①フイルムアンテナ（L） 1 × 1 2

②フイルムアンテナ（R） × 1 1 2

③アンプホルダー 1 1 2 4

④アンテナケーブル（4m） 1 1 2 4

⑤ケーブルクランパー 3 3 6 8

⑥クリーナー 1 1 1 2

質量 ※約 70g ※約 70g ※約 90g ※約 180g

消費電流 35mA 35mA 35mA × 2 35mA × 4

※取付説明書以外の合計質量

このたびはクラリオン商品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
●	取り付けおよび結線を行う前に、この取付説明書をよくお読みのうえ、 安全に正しく作業してください。
●	本説明書は、取扱説明書とともに大切に保管してください。

本書は、地上デジタルTV 「ワンセグ」、「フルセグ（2アンテナ）」、「フルセグ（4アンテナ）」対応機器共通の取
付説明書です。
※	同梱されているアンテナ数量等は、ご購入の機種により異なります。 

アンテナ構成部品欄をご覧になり、構成内容のご確認をお願いします。

取付説明書

安全上のご注意　必ずお守りください

運転者や周囲の人々への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りい
ただくことを、以下のように区分けして説明しています。これらは安全にご使
用いただく上で重要です。以下の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文
をお読みになり、記載事項を必ずお守りください。

■■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分けし、説明しています。

警 告 「死亡または重傷を負うおそれがある内容」です。

注 意 「傷害を負うおそれや、物的損害の発生のおそれがあ
る内容」です。

■■お守りいただく内容の種類を次の「図記号」で区分けし、説明しています。

注意しなければならない「注意」の内容です。

してはいけない「禁止」の内容です。

(実行)
必ず行なっていただく「実行」の内容です。

■■ お取り付けになるときの注意事項

警 告
●● 本アンテナは、フロントウインドゥ以外の場所には貼り付けない
本アンテナは、フロントウインドゥ専用です。リアウインドゥなど、ガラスにプリントさ
れている熱線、AM、FM アンテナの上に本アンテナを貼り付けると熱線が切れたりガラ
スが割れたりする恐れがあります。

●● 分解や改造をしない
分解、改造、コードの被服を切って接続することは絶対におやめください。事故、火災、感
電、故障の原因となります。

●● エアバック装着車に取り付ける場合は、システムの作動に影響する位置には絶
対に取り付けや配線をしない
エアバックが正常に動作しなかったり、動作したエアバックで本機や部品が飛ばされ死
亡事故の原因となります。

警 告

(実行)

●● コード類は、運転操作の妨げとならないように引き回し、まとめておく
ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故の原因となります。

●● 取付説明書にしたがって、取り付けや配線をする
火災や事故の原因となることがあります。

●● フイルムアンテナは、貼付許容範囲内に貼り付ける
保安基準に適合するように、規定にしたがって貼り付けてください。視界不良による交通
事故の原因となります。

注 意
●● 本取付後24 時間以内は絶対に水気（水、雨、霧、雪など）にあてたり、無理な力
を加えない 
両面テープの接着力が低下し、外れて事故や怪我の原因となることがあります。

(実行)

●● コード類は、車体やねじ部分、シートレールなどの可動部にはさみこまないよ
うに引き回す 
断線やショートにより、事故や感電、火災の原因となることがあります。 

●● 必ず、付属品や指定の部品を使用する 
指定以外の部品を使用すると、機器内部の部品をいためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして、事故や故障などの原因となることがあります。

●● 取り付け（取り外し）や配線は、専門技術者に依頼する
火災や事故の原因となります。お買い求めの販売店に依頼してください。

●● アンテナおよびケーブル類は確実に固定する 
外れて事故や怪我の原因となることがあります。

●● 気温が低い時は、接着力の低下を防ぐため、車内ヒーターやデフロスタース
イッチをON にするなどしてフロントウインドゥを暖める
両面テープの接着力が低下し、外れて事故や怪我の原因となることがあります。

●● 貼り付ける前に、クリーナー等でフロントウインドゥの汚れを十分に落とす 
汚れていると、アンテナがガラス面に貼り付かなくなります。

●● 天気の良い日中に取付ける
雨、霧など湿気が多いときは、両面テープの接着力が低下し、外れて事故や怪我の原因と
なることがあります。

●● コードホルダーの両面テープは、指でさわったり貼り直したりすると、接着力
が弱まるので、取扱いには注意してください 
両面テープの接着力が低下し、外れて事故や怪我の原因となることがあります。

●● アンテナ貼付直後は、アンテナにガラスクリーナーなどを吹きつけたり、アン
テナを直接拭いたりしないでください。また、時間経過後にアンテナを直接拭
く際は、柔らかい布などを使用して傷が付かないよう注意してください。
●● お手入れの際は、アンテナケーブル、フィルムアンテナをひっかけないように
ご注意ください。

貼付位置について

●運転に安全な視野を確保し、性能を十分に発揮させるために、TV アンテナは、必ず、下記
の TV アンテナの推奨貼り付け位置、および、貼付手順 2 に記載されている「貼付許容範囲」
内に貼り付けてください。許容範囲外に貼り付けると道路運送車両の保安基準に適合せず、
車検不適合と判断されたり、整備不良の対象となります。

●左ハンドル車に貼り付ける場合も、右ハンドル車と同様に貼り付けてください。
	（左右逆に貼り付けないでください。）

●アンテナは、フロントウインドゥの車内側に貼り付けてください。それ以外の場所には貼
り付けないでください。

●アンテナは、車検証・点検シールなどと重ならないように貼り付けてください。

●アンテナは、ETC受光部、他のTVアンテナなどから20mm以上離して貼り付けてください。

●フィルムアンテナの給電端子部およびアンプ部は、セラミックライン内に貼り付けないで
ください。ショートなど、故障の原因となります。

TVアンテナの推奨貼り付け位置は以下の通りです。
TVアンテナ貼り付け位置（推奨）

ワンセグ対応機器用 •	 ワンセグアンテナは、「1」の位置を推奨します。

フルセグ対応機器用（2アンテナ）

第1推奨位置は以下の通りです。
•	 L側を「1」、R側を「4」
第2推奨位置は以下の通りです。
•	 L側を「2」、R側を「3」
上記以外（下記のような）の貼り付け位置は推奨しません。
•	 L側を「1」、R側を「3」
•	 L側を「2」、R側を「4」
•	 L側を「1」、R側を「2」
•	 L側を「3」、R側を「4」

フルセグ対応機器用（4アンテナ） •	 L側を「1」と「2」、R側は「3」と「4」を推奨します。

＜車内から見た図＞

アンテナ貼付位置「1」

アンテナ貼付位置「3」

アンテナ貼付位置「4」

アンテナ貼付位置「2」

＜お客様へのお願い＞
本機の取付・配線には、専門技術と経験が必要です。
お買い上げの販売店での取り付けをおすすめします。

＜販売店様へのお願い＞
取り付け完了後、この「取付説明書」をお客様にお渡しください。

車載用
TVアンテナ
地上デジタルTV用フィルムタイプ

Printed in China     2015/5     7-8244-2005-00-01



5	 アンプホルダーを給電端子部に貼り付ける

ご注意
・アンプホルダーの貼り直しは、粘着力が弱くなる他、アンテナ自体が破損する恐

れがあるためお止めください。
・貼り付ける前にアンプホルダーの向きに注意してください。下図のイラストを確

認してから貼り付けてください。

1	アンプホルダー裏面のはくり紙をはがしてください。

3	 フィルムアンテナを貼り付ける

1	L1のタグを持って、セパレーターをはがし、決めた位置に貼り付けてく
ださい。

ご注意
・フィルムアンテナの貼り直しは、粘着力が弱くなる他、アンテナ自体が破損する

恐れがあるためお止めください。
・本品は、ドライ貼り付けタイプとなっているため、霧吹きなどで吹き付けて貼り

付けしないようにお願いします。

7	アンテナケーブルを固定する

1	ケーブルクランパーで固定しながらケーブルの配線を行ってください。
・アンプ部に負荷がかからないように、アンプ部を押さえながら作業を行ってく
ださい。

4	 透明フィルムをはがす

1	L5のタグを持って、透明フィルムをはがしてください。フィルムアンテ
ナが貼り付いていることを確認しながら、ゆっくりと丁寧にはがしてくだ
さい。

8	 アンテナ端子を接続する

1	アンテナ端子を機器のＴＶアンテナ
端子へ接続してください。
・接続する機器の説明書も併せてご覧
いただき、正しい位置に接続して
ください。TVアンテナ入力端子は
ロック付きです。端子を機器から外
す際は、ロック部を押しながら外し
てください。

ご注意

・アンテナ貼付直後は、アンテナにガラスクリーナーなどを吹きつけたり、アンテ
ナを直接拭いたりしないでください。また、時間経過後にアンテナを直接拭く際
は、柔らかい布などを使用して傷が付かないよう注意してください。

・お手入れの際は、アンテナケーブル、フィルムアンテナをひっかけないようにご
注意ください。

貼り付け手順

警 告

・フロントピラーにエアバックが装着された車両には、エアバック動作の妨げと
ならない位置へ配線を行ってください。

・運転の視野を妨げないように、ケーブルを配線してください。

・ケーブル類は、運転操作の妨げとならないよう、テープなどでまとめてくださ
い。ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故の原
因となり危険です。その際ケーブルは、曲げ部がΦ14ｍｍ（曲げＲ7mm）以
上となるようにまとめてください。

・アンテナケーブルをピラー内などに押し込む場合は、樹脂ヘラなどを使用して
ください。（先端部分が鋭利な工具などを用いて強い力で無理に押し込むと	
アンテナケーブルが破損（断線）する可能性があります。）

6	 アンプケースをアンプホルダーに固定する

1	アンプホルダー側面のツメAを支点に指で押さえながら矢印の方向に強く
押してツメBをロックしてください。
・アンプケースを押し込む際は、「カチッ」と音がすることを確認して、浮きが
ないように取り付けてください。

3	L4のタグを持って、セパレーターをはがし、エレメント上をなぞるよう
に指で軽くこすってください。

アンテナケーブル（左） 

アンテナケーブル（右） 

機器へ 
機器へ 

アンテナケーブル
ケーブルクランパー

（裏面のはくり紙をはがして貼り付けてください。）

ペダル付近には配線しないで
ください。

警 告

＜車内から見た図＞

アンプケース

アンプホルダー

ツメAに強い力で押し当て
ないでください。

注 意

ツメB

ツメA

強く押す

ご注意
・透明フィルムをはがした後は、給電端子に手を触れないでください。汗などの汚

れで接触不良の原因となります。

2	L2L3の順にタグを持って、セパレーターをはがし、アースパターン上
をなぞるように指で軽くこすってください。

ツメ A

b

アンプホルダー

エレメント

b

a

給電端子

■ 左側（フロントピラー）取付

アンプホルダーの穴から給電端子部が
見えることを確認してください。

ツメ A

■ 左側（ルーフ）取付

■ 左側（フロントピラー）取付

■ 右側（ルーフ）取付

■ 右側（フロントピラー）取付

ツメ A

ツメ A ツメ A

アースパターンエレメントアースパターン

アースパターン アースパターン

アンプホルダー（アンプ部）アンプホルダー（アンプ部）

アンプホルダー（アンプ部）

エレメントエレメント

4	最後にフィルムアンテナ全体をなぞるようにやわらかい布や樹脂ペラなど
を使用して、ガラス面に密着させてください。

ご注意
・加圧が不足していると透明フィルムをはがす際にエレメントがはがれたり断線す

る恐れがあります。また、樹脂ヘラを使用する場合、エレメントを傷つけないよ
う十分注意して作業を行ってください。

2	給電端子部にアンプホルダーを貼り付けてください。
・アンプホルダーにある突起 A、B とエレメントの a、bが重なるよう平行にアン
プホルダーを貼り付けます。

ご注意
・浮きがないように強く押しつけてください。また、フロントガラス外側からガ

ラス面に密着されていることを確認してください。

※イラストは裏面です。

b

給電端子

アンプホルダー

エレメントb

a

アンプホルダーの穴から給電端子部が
見えることを確認してください。

ツメ A

2	 フィルムアンテナ・アンプホルダーの貼付位置を決める

1	フィルムアンテナ・アンプホルダーの貼付位置は、下図の「貼付許容範
囲」を参照して位置を決めてください。

2	マスキングテープなどでフィルムアンテナおよびアンプホルダーを仮固定し、
車内の内張り（フロントピラーなど）に当たらないことを確認してください。

3	ケーブルを引き回して機器まで配線可能なことを確認してください。

ご注意
・ フィルムアンテナを折り曲げないように、注意して取り扱ってください。

●フィルムアンテナの給電端子部およびアンプ部は、セラミックライン上
または、内張りに重ならないように必ず貼付許容範囲内（          部）に
貼り付けてください。
●アースパターンは、セラミックライン上に貼り付けても問題ありません。
●貼付許容範囲をはみ出して貼り付けた場合、車検不適合と判断された

り、整備不良の対象となります。

■貼付許容範囲

ルーフ（天面）の内張り

25mm 以内

25mm 以内
アースパターン

アンプホルダー（アンプ部）

セラミックライン ※1

セラミックライン

フ
ロ
ン
ト
ピ
ラ
ー
側

貼付許容範囲

フィルムアンテナ

エレメント

給電端子

給電端子 ※1セラミックライン
フロントウインドゥ端の黒
い部分、および黒いドット

（点々のこと）部分

ETCアンテナ
点検シール、検査標章
に重ねないでください。

100mm以上離す 100mm以上離す

＜車内から見た図＞

アンテナ貼付位置「1」
・ワンセグアンテナの貼付推奨位置

アンテナ貼付位置「3」

アンテナ貼付位置「4」

アンテナ貼付位置「2」

100mm以上離す 100mm以上離す

注 意

ETCアンテナ・
他のTVアンテナなど
から20mm以上離す

本紙は左側（フロントピラー）の取り付け方を説明しています。右側は対称の作
業になります。

1	 フロントウインドゥの汚れを落とす

1	フロントウインドゥ（内側）のフィルムアンテナを貼り付ける場所を、付
属のクリーナーで拭いて十分に汚れを落として乾かしてください。
・	貼付面が完全に乾いていない状態では貼り付かない恐れがあります。フィルム
アンテナ・アンプホルダーを貼り付けるガラス面は十分に乾いた状態にしてか
ら作業を行ってください。

・	フィルムアンテナ・アンプホルダーを貼り付ける面が油分等で汚れていると貼
り付きません。また、冬場など気温の低いときは、デフロスター・ドライヤー
等でガラス面を暖めてから作業を開始してください。またフィルムアンテナ・
アンプホルダー自体も暖めてください。

本紙は左側（フロントピラー・フルセグ）の取り付け方を説明しています。
右側は対称の作業になります。

貼り付ける前に




